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大和川中流部における遊水地の整備について

大和川河川整備計画原案（たたき台）における記述

補足説明資料①
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大和川中流部における遊水地の整備について

河道整備・遊水地箇所位置図
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洪水調節施設は、洪水を一時的に貯留し、本川水位の上昇を抑制する効果があることから、
河川の整備状況に関わらず一定の効果が発揮され、下流に至るまで流出を遅らせピーク流量
の低減につながる。
（中略）
地域住民や関係機関の理解や協力のもと、土地利用計画等との整合を図り、総洪水調節容
量が概ね100万m3の遊水地を中流部の大和川本川沿い（30k～36k）に整備する。また、平常
時の利活用については、関係機関と調整し、公園や緑地、水質浄化を兼ねた親水空間として
整備する等、適切な利活用の促進を図る。
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第21回大和川流域委員会（H24.3.12）の黒田委員からの質問

①河川を遡上する津波による堤防の破損、液状化について

②想定津波髙の算出手法について

補足説明資料②

第22回大和川流域委員会

津波災害対策について

出典：中央防災会議「防災対策推進検討会議」 南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ 第３回会議資料 平成24年6月8日
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最大クラスの津波（関係機関の実施内容）

出典：中央防災会議「防災対策推進検討会議」 南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ 第３回会議資料 平成24年6月8日

第22回大和川流域委員会

出典：内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」 平成24年8月29日公表資料より作成

最大クラスの津波高と浸水分布（中央防災会議の公表資料）

【最大津波高】

大阪市住之江区 ４～５ｍ

堺市堺区 ４～５ｍ

【到達時間】

堺市堺区 約２時間

津波の浸水分布の例

第22回大和川流域委員会
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海岸管理者が設定した大阪湾の設計津波

出典：大阪府「南海トラフ巨大地震災害対策等検討部会」平成24年11月21日資料より作成

【想定地震】

大阪市（大和川以北）：昭和南海地震

大和川以南 ：安政南海地震

第22回大和川流域委員会

施設計画上の津波は、河口が位置する地域海岸の設計津波と同一の津波を基本として設
定すべきである。 ※出典：「河川への遡上津波対策に関する緊急提言」について（概要） 平成23年8月22日

河川構造物の耐震性能照査指針

第22回大和川流域委員会

（津波考慮）

一次判定
ＥＮＤ

点検対象区間

二次判定

ＮＯ

ＹＥＳ

ＥＮＤ

耐震性能照査（解析）

対策の検討・実施 ＥＮＤ

ＮＯ

ＹＥＳ

照査外水位の設定

（津波考慮）

一次判定
照査外水位≧背後地盤高

点検対象区間外 ＥＮＤ

点検対象区間

二次判定

照査外水位≧堤防高２５％値

ＮＯ

ＹＥＳ

点検対象区間外 ＥＮＤ

耐震性能照査（解析）

対策の検討・実施 ＥＮＤ

ＮＯ

ＹＥＳ

河川構造物の耐震性能照査指針は東日本大震災をふまえ平成２４年２月に改定
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第22回大和川流域委員会

【各構造物の検討項目と耐震性能の照査方法】
検討方法 照査基準

　・液状化に伴う土層の物性変化を考慮した地盤の変形解析 　・地震後の堤防高≧外水位
*1)

自立式特殊堤 コンクリート擁壁式 　・地震時保有水平耐力法 〔躯体の照査〕

　・躯体に作用する慣性力≦地震時保有水平耐力

　・目地の開き位置≧外水位*1)

〔基礎の照査〕

　・基礎が降伏に達しないこと

矢板式 　・液状化に伴う土層の物性変化を考慮した地盤の変形解析 　・地震後の堤防高≧外水位
*1)

　・矢板に作用する土水圧を基に矢板の地震時挙動を算定 　・部材の発生応力度≦許容応力度

水門・樋門及び堰 水門・堰 　・地震時保有水平耐力法 〔門柱・堰柱の照査〕

　・躯体に作用する慣性力≦地震時保有水平耐力

　・残留変位≦許容変位量

〔基礎の照査〕

　・基礎が降伏に達しないこと

　・許容応力度法 〔ゲートの照査〕

　・扉体の合成応力度≦許容応力度

　・主ローラの応力度≦許容応力度

　・曲げモーメント、せん断力及び押し抜きせん断力の算定 〔床版の照査〕

　・曲げ、せん断、押し抜きせん断力

　　≦曲げ、せん断、押し抜きせん断耐力

樋門 　・液状化に伴う土層の物性変化を考慮した地盤の変形解析 〔函渠の照査〕

　  ＋弾塑性フレーム解析 　・作用曲げモーメント≦終局曲げモーメント

　・作用せん断力≦せん断耐力

〔継手の照査〕

　・継手部の開口量≦許容変位量

　・継手部の目違い≦許容変位量

　・地震時保有水平耐力法 〔門柱の照査〕

　・水門、堰の門柱・堰柱と同様

　・地震時保有水平耐力法（応答変位法、応答震度法） 〔機場本体の照査〕

　・作用曲げモーメント≦終局曲げモーメント

　・作用せん断力≦せん断耐力

　・機場本体の残留変位≦許容変位量

〔基礎の照査〕

　・基礎が降伏に達しないこと

*1)外水位とは、平常時の最高水位である

堤防

河川構造物

揚排水機場

外水位≦地震後の堤防高

堤防が沈下し、河川水
位よりも低くなると堤内
地に河川水が侵入し、
二次災害が発生

改定前
地盤の液状化で照査
改定後
地盤及び堤体の液状化で照査
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